
史跡「松花堂およびその遺跡」の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

石市水八幡宮がi1'!Jjiする男山の京能にある泉反j跡は， 江戸H寺代初Jめ松花'.fil:昭乗が方丈「松花

'.hl:Jを首んだ汝J也であり， 1957年に史跡に指定されている。 石治水八幡宮では， 史跡整備事業

を実施するにあたり， 文化庁の指導を受け発抑制査を行うことにした。 調査は京都府教育委員

会の協力で， 奈良国立文化財研究所が担当した。 調査WJ川は， 1982年7月19日から約1ヶ月陥j

であり， 調査而砧は， 史跡指定而加の約3分のlにあたる4001112 である。

調査の経過概要 先制調査に先立ち， 現地形の平原初I］誌を行い%。。の地Jf妥図（等高線ll\J脳5Qcm）を

作成した。 泉.！）；跡問辺は， rF，世以来多くの立j舎が営まれた地域であるが， 明治のね11仏分縦令に

よってし、ずれも廃絶し， その後は， 山林と化し， わずかに造成された地形と部分的に残るilfiれ

かけた石垣とが.j;}j跡の名残りをとどめているにすぎなL、。

指定j也は， 三段に区画された台 j也にまたがるか， 上段において街地庭の一部が検出され「八

幡5ltJj怯花立政：図」 （東i事政， 犯政頃のもの）と極めて合致していることが切らかとなった。

遺構の概要 方丈「松花堂」以l係ill椛は， 上段の台地上に構築されている。 上段は， 東端が後

に参道挫 （1/liした際の擁壁工、J;.・のため削られたと推定されるほかは， 保存状態は比較的よく， ヨi

間約27111， 南北は中央で拘13mの平j也

に造成され， 中段との境は乱石硝み石

一

屋が，また南端は四半が岩雄造り出し，

東と｜土l土石杭みになって， 石悩みの西端

には， 上の段へ通じる石段が検出され

た。 上段中央やや東寄りに， 品lj也庭ーを

構成する蹄蹴跡や3問×11::IJの雪l思が

ある。雪Ifさは， 3室に区分され巧みな

l当然石を用いて構成され， 周回には赤

色系の自然石を地留に放き並べた壁の

痕跡が残る。 これらを中心として長方

形切石延段や苑路の51色石， 腰掛け待合

の基礎石及びその四に外高地の寵こぼ

し延段の一部がある。附踏の京）j必で1土

松花笠の内協j也を区画する竹垣のj也悩

20m 石が検山された。 その京似ljには， やや

J 1-'i'i質�とのある資制色砂質土が平担にJ仕

加するー闘があり， 松花堂そのものの
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jg桝は検II＼されなかったが

位置！却係からそれとJfr定さ

れた。 一連の空IHJ椛成は

「八幡；iWJ 松花堂其図」に

抑iくものとよく合致する。

このほか， 上段では， 桁行

Sm， 柴行6mの東凶隙｛飴

Zコ. ii；物C 411:1 x 3 li\l)及び用

途不明の小礎石ylJゃJUOllJに

hl!てられた hl!物の 一部（鋭

校不明）が検出された。 J·.I支トレンチ1l•r'iJ也jミ!lf t:il C1viから）

また， r.jtJ支では， 規｝央イゆlの店物のI十J側J、i仰の礎石及び抜き取り浜C 3 H\J分， 5.-ltn) lえび2.�

Jfl.1ill (JIJJの耳石と ．目、われる石タIJ�；を検川したものの， l瓜端は， 卜段とも後i止の舵訴しをうけ
ー

｛米｛（状

態は良くなかった。 このほか， 上段1h法1(1i凶得りでは， 13世紀初liJi頃の］｛，以前や ーU:11i保IIILを多

:w：に包合する土峨状辿桃が検IHされた。

まとめ 調子tの結果， ！と跡指定j也のM上段におL 、 て， 松（E;i;i;IJJf:系j立桃が｜食川された。 その桝j反

は「八幡泉J)j松化：!ii：点凶」に記された空1::1椛Jぷとほぼー殺する。 また，l11J凶によって「公的」と

は， この段 と更に上のl交に也・まれたもので， l jtj支は「FJ)j」に比kとされる。 lf'フJJIJ.与·i，録』に

よれば，｜会？と誌はその位位を変えたとされるが，,l!,trWi民からは確かめることはできなかっ

た。 しかしながら， この；視が正しいとすれば務店後の｜公化'.lt;I見l係ill椛を倹山した己とになり，

特に宮｜沼周辺を中心とする茶！定 ， 内街地の （！！！： ｛（状態が良く， 踏み石， 出穴， TttH・ ， m：臥tl. II要

HH-!r-合など茶l定の細部立匠を検討する上でl'tillな資料を得たわけであり， 今後の保fr·控 viiiを行

う上でも充分な成栄を得ることができた。 (JIJ1j1'Pi"k!i: · ([l.)l:f1j1/iJi:〕

「八郎氏 υlj ！公1ヒ�；� J'£ IズIJ c 点J,Y.1:1!.〕


